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10 年の時を経て…
　さくら公園でタイムカプセルを開封
4月4日、氷上さくら公園で10年前に埋められたタイムカプ

セルが掘り出されました。カプセルには、平成12年当時、中

央・東小学校と宝塚市や豊岡市の小学6年生だった児童らが、

未来の自分や大切な人に宛てたメッセージが保管されており、

参加者らは10年前の自分との再会を懐かしんでいました。
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① 一般会計335億円 前年度比△ 3.5%
福祉や教育、道路整備などにかかる基本的な会計です。

※ [ 市債 ]
道路整備や学校建設など、一度に多くのお金がかか
る事業は、その年の収入だけでは賄いきれないので、
国や銀行からお金を借りて実施します。このお金を
市債といいます。今年度の主な事業として、一般廃
棄物処理施設建設事業、水道施設統合整備事業、幼
保一元化施設統合整備事業、防災基盤整備事業、広
域道路ネットワーク事業などがあります。

歳入

※ [ 公債費 ]

歳出

平成
　　 年度
22 今年の予算

　平成 22年度予算をお知らせします

特　集

まちのお金の使い方まちのお金の使い方

消
防
費

＊当初予算合計＊　　　　　　　

559億9,103万円
一 般 会 計      335 億円 ( 前年度対比△ 3.5％ )

特 別 会 計   181 億 10 万円 ( 前年度対比△ 3.5％ )

公営企業会計     43 億 9,093 万円 ( 前年度対比＋ 3.1％ )

地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、利子割交
付金・配当割交付金・株式等譲
渡所得割交付金・ゴルフ場利用
税交付金・地方特例交付金・交
通安全対策特別交付金

※［地方譲与税・交付金］
　　　　13億 6,300 万円

［
一
般
会
計
歳
出
］
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市債（借金）の元金と利子の返済
に要するお金。平成 22 年度は市
債の通常返済に加え、後年度の返
済額の急増を抑えるための繰上償
還 に 10 億 円 を 計 上 し て い ま す。
長期債元金 53 億 3,181 万円・長期
債利子 7 億 3,053 万円など

前年度対比
△ 3.0％

2010.4 たんば　　　2010.4 たんば　　　

※歳出全体の
25％を占める。

 民生費
84億 1,644
万円

　公債費※
60 億 6,238

万円
衛生費　

41億 1,044
　　万円　

議会費２億 1,528 万円
商工費 8億 152 万円
労働費 1億 1,834 万円
災害復旧費 700 万円
予費 3,000 万円

歳　出
335億円
（△3.5％）

11 億 1,592 万円
そ
の
他

繰越金2 億円
分担金・負担金4 億 1,377 万円
使用料及び手数料6 億 7,471 万円

その他1 億 436 万円

諸収入9 億 3,340 万円

　　市債※
51 億 5,370
　　　万円

国・県支出金
42億 612
　　　万円

地方交付税
123 億 5,000 万円

繰入金9 億 1,402 万円

※前年比  普通交付税３億円増
                   特別交付税 4,000 万円増

地方譲与税
・交付金※

市税
71 億 8,692 万円
自主財

源
31.1％

依存財

源
68
.9
% 歳　入

335億円
（△3.5％）

繰入金9 億 1,402 万円

[ 市税内訳 ]
市  民  税　　28 億 1,211 万円
固定資産税    37 億 9,265 万円
軽自動車税      1 億 7,601 万円
市たばこ税      4 億　600 万円
入  湯  税　　　　　   14 万円
都市計画税　　　　     1 万円
※景気低迷による法人市民
税、固定資産税などの減少で
前年度比 3.2%減。

総務費　
33億 7,517
万円

     土木費
36 億 7,550
　　　万円

　教育費　
34億 5,850
    万円

農林水産業費
21 億 1,351
万円
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会　計　別 主な使い道 予算額 増減率
国民健康保険特別会計事業勘定 国民健康保険加入者を対象とした医療給付 743,000 5.4
国民健康保険特別会計直診勘定 青垣診療所の運営 23,770 1.8
介護保険特別会計保険事業勘定 65歳以上で要介護認定を受けた対象者への介護給付 527,700 4.5
介護保険特別会計サービス事業勘定 地域包括支援センターの運営 4,790 △ 77.7
老 人 保 健 特 別 会 計 75歳以上の方を対象とした医療給付 670 △ 88.0
後期高齢者医療特別会計 75歳以上の方を対象とした医療給付 72,100 △ 5.6
訪問看護ステーション特別会計 在宅介護支援サービスの提供 2,570 2.4
下 水 道 特 別 会 計 公共下水道や農業集落排水施設の維持管理・建設など 410,000 △ 13.8
地方卸売市場特別会計 卸売市場の改修工事など 340 0.0
駐 車 場 特 別 会 計 月極・一時駐車場施設の管理 1,400 △ 72.0
農業共済特別会計（収益的収支） 農業共済金、無事戻金の支払いなど 23,670 △ 7.9

総　合　計 1,810,010 △ 3.5

注 )  簡易水道事業特別会計は、平成 22 年 3月 31 日で廃止されました。

会　計　名 主な使い道 予算額 増減率
 水道事業会計（収益的収支）浄水施設などの維持管理・水道施

設整備など
156,800 14.2

 水道事業会計（資本的収支） 282,293 △ 2.2
企業会計合計 439,093 3.1

( 単位：万円 )

( 単位：万円 )

③ 企業会計 地方公営企業法の適用を受ける
公営企業の会計です。

② 特別会計 特定の事業を行うために一般会
計と区別して処理する会計です。
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＊「自主財源」は減額を見込ん
でいます

注 )  水道事業会計（資本的収支）の予算額は、収入と支出を比較し、多い方で表示し
ています。

歳入全体に占める自主財源の割合
が高いほど、自主性・安定性があ
るとされています。

 自主財源　
市独自の収入　104 億 2,718 万円
 依存財源　
国や県からの補助など　230 億 7,282 万円

　課題！　課題！
「自主財源」の比率は 31.1％で、
中長期的にも市税を中心とした
自主財源を増やし、財政基盤を
強化することが必要です。

市税のうち個人や法人
市民税は、景気の低迷
や企業収益の減少の影
響による減額を見込ん
でいます。
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︒



平成22年度の
　　主な事業

担当：新産業創造課 ☎ 74‐1464

総合計画の後期基本計画で重要施策
と位置付ける「公共交通システムの
準備」や定住・交流人口の増加を狙っ
た「企業誘致」「観光振興」に重点
を置いたまちづくりを進めます。

地域医療　　　  　 
産婦人科医院を開設しようとする開業医に対し、開設
に必要な経費の一部を補助します（産科医療体制整備
基金を設置・1億円 /財源：市負担）。
＊地域医療循環型人材育成プログラム　5,250万円
＊柏原赤十字病院運営補助　　　　　　7,000万円
＊地域小児科医療確保対策事業　　　　1,900万円
＊医師研究資金貸付事業　　　　　　　2,000万円
＊医療健康ダイヤル　　　　　　　　　　140万円

担当：地域医療課 ☎ 82‐4567
予算総額：３億6千万円
市負担：３億4,997万円

担当：新産業創造課 ☎ 74‐1464

企業誘致　　

 　　 丹波市企業誘致促進基金に１億 5,000 万円を積立
雇用問題や若者の定住に重点を置き、市内に進出する企
業に対し初期投資費用の一部を補助します（基金を創
設）。
          ホームページの拡充に307万円
＊あなたの元気 応援します！たんば・がんばる企業サ
ポート事業
＊商工業やる気満々サポート事業　　　　  　
中小企業経営改善資金融資制度
預託金　２億 5,000 万円

新規

新規

            重点分野雇用創造事業
政府の緊急経済対策。県の補助を受け、成長分野として
期待される介護や環境、農林業などの分野の事業所に市
が雇用機会をつくり、給料や資格取得の講習会にかかる
費用などを負担。失業者や未就職者など求職者の生活の
安定を図ります（5,700万円 /市負担なし）。

            雇用維持安定支援事業
( 中小企業者の人材力向上化計画サポート事業 )
市商工会や各企業が実施しているパソコン講習や安
全講習会などの費用、健康診断事業の実施に係る費
用などの一部を補助します（2,200万円 /市負担）。

費用などを負担。失業者や未就職者など求職者の生活の

市商工会や各企業が実施しているパソコン講習や安
全講習会などの費用、健康診断事業の実施に係る費

新規

新規

丹波竜を活用した事業

         恐竜化石工房をリニューアル
し、山南支所１階に移転・拡充しま
す（11月末完成。12月初旬オープ
ン予定。9,000 万円）。発掘４周年
を兼ねてリニューアル記念イベン
トを実施（子どもユメフォーラム、
プレ国際フォーラムなど200万円）。
その他、丹波竜の里駐車場舗装工
事、誘導看板整備、恐竜・ほ乳類
化石を活かしたまちづくりなど。

担当：恐竜を活かしたまちづくり課 ☎ 82‐3869
予算総額：1,285万円　市負担：1,216万円
（繰越明許：1億 3,600万円）

新規

           子ども手当支給事業　
小学校修了前までの子どもを対象に支給していた児童
手当に代わり、中学校修了前までの子どもを対象に一
人あたり月額１万３千円の子ども手当を支給します。
予算額：11億 8,524 万円　市負担：１億3,358万円

担当：社会福祉課 ☎ 74‐1130

            こども医療費助成事業
小学４年生から中学３年生までの入院
にかかる医療保険の自己負担額を、県
と市が負担し、全額助成します。
予算額：961万円（市負担：641万円）

担当：国保・医療課 ☎ 82‐6690

新規

新規 新規就農促進事業　

            新たな農業の担い手となる概ね45歳以下のIター
ン者などの新規就農者に空き家を貸した人に対し、月
１万円の奨励金を交付します（予算 204万円）。また、
就農１年までの新規就農者に農業機械のリース料を補
助します（予算68万円）。
就農１年までの新規就農者に農業機械のリース料を補

担当：農林振興課 ☎ 74‐1465
予算総額：939 万円（市負担）

新規

観光振興事業　　　

観光振興課を新設し、観光協会と連携して様々なイベ
ントや仕掛けを行い、丹波市を広くＰＲします。
         団体旅行者に対しバスの借り上げ料の一部を補助
するなど、誘客を促進します（200万円）。また、京阪
神から誘客する市内周遊バスツアーを実施します（270
万円）。　　　　

丹波竜を活用した事業

恐竜化石工房をリニューアル
し、山南支所１階に移転・拡充しま
す（11月末完成。12月初旬オープ

　　　　　　　今年は

「観光パブリシティ」で
丹波市を売り込みます！ラジオやテレ
ビの番組内に観光情報を発信する時間
枠を買い取り、広範囲の視聴者にＰＲ！
［ラジオ関西］毎月第 4木曜日 午前８
時９分～（20分間）
［サンテレビ］７月～９月の毎週月曜日
　午後６時～（30分間・延べ13回 ）

担当：観光振興課 
☎ 74‐1149
予算総額：7,550万円
（市負担）

新規

担当：新産業創造課 ☎ 74‐1464

　　主な事業
総合計画の後期基本計画で重要施策

82‐3869



( 仮称 )丹波市クリーンセンターの整備
新しいごみ処理施設で一体的に処理を行うことによ
り、コスト縮減を図り資源循環型社会の構築をめざし
ます。
＊建設用地造成工事に４億5,000万円
＊市道野々間線の新設工事（第３期）に 2,000 万円
＊処理施設の整備に１億1,300万円

担当：環境整備課 ☎ 82‐1292
予算総額：５億9,164万円
市負担：2,961万円／市の借金：５億1,560万円

完全移行まであと１年３か月！
テレビ難視聴地域解消事業 
平成 23 年 7月 24 日の地上デジタ
ルテレビ放送への完全移行に向け、
電波の届かない難視聴地域での共
同受信施設のデジタル化改修工事
に対し、補助金を交付します（3億
8,948万円）。

ルテレビ放送への完全移行に向け、
電波の届かない難視聴地域での共
同受信施設のデジタル化改修工事
に対し、補助金を交付します（3億

担当：企画課 ☎ 82‐0916
予算総額：３億9,168万円
市負担： 1,726 万円
市の借金：2億 9,640万円

■水道施設統合整備事業　　
水道ビジョンに基づき、山南上水道（山南地域）、中央
上水道（柏原・氷上・青垣・春日地域）、市島上水道（市
島地域）の水道施設の統合整備事業を進めます（総事業
費：約119億円 /平成 26年度完了予定）。費：約119億円 /平成 26年度完了予定）。

担当：業務課・工務課 ☎ 72‐0605
予算額：22億 3,240 万円
市の借金：一般会計 / 9 億 4,840 万円
　　　　　水道事業会計 / 9 億 4,840 万円

          新交通システムの導入

担当：企画課 ☎ 82‐0916
予算総額：１億4,952万円

新規

              「ありがとう運動」を実施
感謝や思いやりの言葉が、よりよい人間関係・社会を
つくるものとして、「ありがとう運動」を推進します。
担当：社会教育課 ・中央公民館事務局☎ 82‐
0409　予算額：15万円（市負担）

新規

通院や買い物など生活に係
る交通手段を確保するた
め、新たに「予約型乗合タ
クシー」制度を導入します。
あわせて、路線バス会社に
対しては、小型の低床バス
を運行できるように支援を
行い、公共交通の利便性を
高めます。

新規            丹波市防災マップ作成事業
県が 21年度までに行った土砂災害防止法に基づく基礎
調査結果をもとに、土砂災害警戒区域や地震時の揺れ
やすさなどを示した「丹波市防災マップ」を作成し各
家庭に配布します。

担当：生活安全課 ☎ 82-1532
予算額：1,394万円　市負担：744万円
（繰越明許費：600万円）

その他の新規事業
＊一人親世帯がファミリーサポート事業を利用する際、
協力会員に支払う活動報酬を半額扶助（16万円）
＊旧柏原町トレーニングセンターを改修し、「丹波市障
害者地域活動支援センター（仮称）」を設置（3,150万円）
＊聴覚・言語障害者がメールで 119 番通報できるよう
整備（27万円）
＊健康フォーラムの実施（14万円）
＊新学習指導要領により平成 24年度から保健体育に武
道（剣道）が加わるため、竹刀等備品を購入（1,142万円）。
＊丹波市こども読書活動推進計画策定のための委員報
酬（32万円）
＊運転免許を自主返納された高齢者に１万円相当の商
品券を贈る（125万円）。
＊春日文化ホールの舞台照明設備や機器を改修（8,323
万円）。

幼小中学校の耐震補強等の整備事業（繰越事業）

＊耐震補強工事：
　黒井・久下・小川・中央小学校、船城幼稚園
＊耐震補強工事とあわせた大規模改造工事：
　崇広小・市島中

担当課：こども育成課 ☎ 70‐0820
予算総額：５億1,549万円
市負担：7,995万円
市の借入金：２億8,190万円

担当課：教育施設課 ☎ 70‐0813
予算総額：９億9,263万円
市負担：1億 1,342万円　
市の借金：３億1,200万円
（繰越明許費：８億9,574万円）

■幼・保一元化事業
今年度青垣地域では、平成 23年度の開園に向け、「認定
こども園あおがき」の施設建設に着手します（４億4,107
万円）。あわせて、子育て支援専門員や事務職員の配置、
保育の質の向上をめざした運営費補助の増額、保護者の
負担軽減のための通園バスの補助などを行います。
＊認定こども園運営費補助　　　　 　5,125 万円
＊事務職員配置補助　　　　　　　　　600万円
＊子育て支援専門員配置補助　　　　　800万円
＊通園バス運営補助　　　　　　　　　324万円

（繰越事業）
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　　　　市債は、地方公共団体が財政上必要
とする資金を、国や金融機関などから長期に
わたって借り入れるお金です。

　　　　平成 22年度末見込みで一般（普通）
会計 413億円、特別会計と公営企業会計（水
道事業会計）を含めると全会計の合計は 913
億円となり、平成16年度末から148億円減少
しています。これは、合併後、繰上償還を毎
年実施しているためです。後世への負担を少
しでも軽減するため、繰上償還をしたり、地
方債残高が増加しないよう発行額の抑制に努
めたりする必要があります。

「
市
の
財
政
状
況
が
大
変
」
っ
て
言
う
け
ど
大
丈
夫
？

み
ん
な
気
に
な
る
お
金
の
こ
と

市の借金（市債）は？

　　　　基金には、財政を健全に運営するた
めに年度間の財源を調整する「財政調整基金」
と将来の市債の償還（借金返済）に向け計画
的に積み立てる「減債基金」、地域づくりや学
校整備など特定の事業のために資金を積み立
てる「特定目的基金」の３つがあります。

　　　　　合併後の３年間は、合併特例債（借
金）で地域振興基金を 40億円積み立てまし
た。そのため、平成19年度まで基金総額は増
加しましたが、平成20年度以降は各会計の財
源調整や各種事業の実施で基金を取り崩すた
め、減少する見込みです。財政調整基金は年々
減少しています。

市の貯金（基金）は？

解 説

解 説

分 析

分 析

１２３ 億円

９１３ 億円

Q

Q

平
成
32
年
度
に
は
特
例
措
置
が
な
く
な
り
30
億
円
以
上
の
減
収
に
…

こ
れ
か
ら
先
の
市
の
財
政
、
ど
う
な
る
の
？

普通交付税の推移と今後の見通し

140.0
120.0
100.0
80.0
60.0
400
20.0
0.0

 普通交付税
（臨時財政対策債発行可能額含む）
うち借金返済分

 16 　20  　21 　 22 　 23 　 26  　29  　32
 H　H　H　H　H　H　H　H

 普通交付
税の特例措
置がなくな
る32年度に
は30億円
  以上減少

( 億円 )
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今
後
の
財
政
収
支
見
通
し

水
道
施
設
統
合
整
備
事
業
へ
の
繰
出
金

の
増
加
や
、
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出

金
の
負
担
継
続
、
さ
ら
に
は
学
校
施
設
整

備
や
道
路
、
農
林
施
設
等
の
基
盤
整
備
を

計
画
す
る
中
、
財
政
の
健
全
性
を
維
持
す

る
た
め
、
人
件
費
で
は
職
員
の
定
員
適
正

化
計
画
に
よ
る
減
額
を
、
ま
た
、
地
方
債

残
高
の
縮
減
に
向
け
て
は
、
新
た
な
借
入

れ
の
抑
制
と
繰
上
償
還
の
重
点
的
な
実
施

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
も
、
各
種
事
業

計
画
を
も
と
に
算
定
し
て
い
ま
す

が
、
過
去
の
実
績
と
比
較
し
て
大
幅
に
減

額
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
で
年
間
約
９
億

円
（
一
般
財
源
ベ
ー
ス
）
の
事
業
費
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
財
政
収
支
見
通
し
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
20
年
度
決
算
額
及

び
平
成
21
年
度
予
算
額
な
ど
を
基
準
と
し
、

国
の
地
方
財
政
計
画
の
水
準
が
今
後
も
維

持
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
算
定
し
て
い
ま

す
が
、
普
通
交
付
税
は
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
段
階
的
に

減
少
し
、
平
成
32
年
度
か
ら
は
30
億
円
以

上
の
減
収
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営
の
課
題

人
件
費
の
削
減
や
投
資
的
経
費
の
大
幅
な

抑
制
を
図
っ
て
も
、
普
通
交
付
税
の
特

例
措
置
が
な
く
な
る
平
成
32
年
度
に
は
、
約

10
億
円
の
収
支
不
足
と
な
る
見
込
み
で
す
。

収
支
見
通
し
で
は
基
金
残
高
も
減
少
す

る
見
通
し
の
中
、
収
支
不
足
額
を
基

金
繰
入
金
で
対
応
す
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
市

税
や
譲
与
税
な
ど
が
減
収
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
収
支
は
大
幅
に
悪
化
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

収
支
見
通
し
を
指
針
と
し
て
、
絶
え
ず
軌

道
修
正
を
加
え
な
が
ら
、
健
全
性
の
維

持
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

丹波市　豊岡市　西脇市　三田市　篠山市　養父市　朝来市

丹波市　豊岡市　西脇市　三田市　篠山市　養父市　朝来市

基金残高（平成 20 年度普通会計決算額）
を市民 1 人あたりに換算して他市と比較

市債残高（平成 20 年度普通会計決算額）
を市民 1 人あたりに換算して他市と比較

（
万
円
）

（
万
円
）
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［こちら市長執務室］
市長からのメッセージ

平
成
22
年
度
予
算
が
成
立　

一
般
会
計
３
３
５
億
円　

前
年
度
比
3.5
％
減

[

テ
ー
マ]

＊今月の市長＊

合併 20 周年を迎えた
JA 丹波日ひかみ農業協
同組合から、地域貢献
事業として消防司令車
１台を寄贈していただ
くにあたり、４月６日、
JA 本店中庭での贈呈式
に出席しました。

業
な
ど
の
諸
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
物
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
」
と

言
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
物
が
豊

か
に
な
る
に
つ
れ
心
の
豊
か
さ
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

欲
し
い
も
の
が
手
に
入
っ
て
「
当
た
り
前
」

の
今
、
戦
後
の
物
不
足
の
時
代
に
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
生
活
し
た
時
代
か
ら
大
き

く
変
貌
し
た
現
代
に
あ
っ
て
は
改
め
て
心

の
豊
か
さ
を
追
求
し
、
感
謝
の
意
を
表
す

　

一
昨
年
の
世
界
的
金
融
危
機
の
影
響
は
、
今

な
お
日
本
経
済
に
打
撃
を
与
え
、
こ
の
丹
波
市

に
お
い
て
も
家
計
の
悪
化
に
つ
な
が
り
デ
フ
レ

の
影
響
な
ど
景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
が
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
楽
観
視
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
政

権
交
代
に
よ
り
「
地
域
主
権
」
を
め
ざ
し
て
地

方
自
治
法
の
改
正
な
ど
の
議
論
が
は
じ
ま
っ
て

お
り
、
市
政
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
革
が
求
め
ら

れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
は
総

　

去
る
３
月
25
日
、
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て

平
成
22
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
、
一
般
会
計

３
３
５
億
円
、
特
別
会
計
１
８
１
億
10
万
円
、

公
営
企
業
会
計
43
億
９
０
９
３
万
円
が
成
立
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
予
算
を
も
と
に
、
平
成
22

年
度
は
「
丹
波
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

の
６
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
市
の
方
向
性
や

基
本
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
推
進
し
、「
元
気
」

「
安
心
」「
再
生
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
各
種
施
策

の
展
開
に
よ
り
、
市
の
礎
づ
く
り
と
「
心
の

合
併
」
に
よ
る
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
重
要
施
策
を
目
に
見
え
る
形
で
実
施
し

て
い
く
「
具
現
化
の
年
」
と
位
置
付
け
、
企

業
誘
致
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
基
金
や

産
婦
人
科
医
院
開
設
を
支
援
す
る
基
金
の
創

設
、
自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
観
光
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
事

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
大
切
に
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
が
、
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育

て
る
「
丹
（
ま
ご
こ
ろ
）
の
里
」
丹
波
市

に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
平
成
22
年
度
は
「
あ
り
が
と
う
」
運

動
を
市
民
運
動
と
し
て
展
開
し
、
市
内
外

に
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
も
長
引
く
景
気
低
迷
の
影

響
や
、
交
付
税
が
平
成
32
年
度
に
は
年
間

約
30
億
円
以
上
も
減
額
に
な
る
と
い
う
将

来
の
厳
し
い
財
政
見
通
し
を
想
定
し
て
、

厳
し
い
市
政
運
営
が
迫
ら
れ
て
く
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
行
政
改
革
の
手
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
築

い
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
公
約

で
あ
る
「
元
気
」「
安
心
」「
再
生
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
丹
波
市
を
実
現
す
る
た

め
、
誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

←
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とぴっくす
ま
・ち
・か・ど

ようこそ、かたくりの里へ

4月4日、氷上町清住でかたくりまつりが開催されました。好天にも恵まれ、
里山の春の訪れを告げる薄紫色の可憐な花
に来園者は心を和ませながら、思い思いに
カメラのシャッターを切っていました。

可憐な花を咲かす
市花かたくり

少年自然の家の桜
とこいのぼり

満開の桜の中から
青空へと飛び

立っていくように、
青垣にある丹波少年
自然の家の桜の上を
悠々と泳ぐこいのぼ
り。平成 2 年から毎
年花見客や利用者を
楽しませてきました
が、老朽化などの理
由により今年最後の
遊泳となり、たくさ
んの人が訪れました。 ドクターヘリの運行控え訓練を実施

兵庫・京都・鳥取の３府県で４月17日か
ら共同運行するドクターヘリの事前訓練

が、６日、市消防本部のヘリポートで交通事
故で重傷者が出たとの想定で行われました。

要請から約20分で、基地となる公立豊岡
病院からヘリが飛来。市消防本部の救急

隊員らが訓練にあたり、搭乗してきた医師が
救急車内で応急処置にあたった後、患者をヘ
リに運び込む手順などを確認しあいました。

熱き戦い…就職フェアに230人

少年自然の家の桜
とこいのぼり

満
立っていくように、
青垣にある丹波少年
自然の家の桜の上を
悠々と泳ぐこいのぼ
り。平成 2 年から毎
年花見客や利用者を
楽しませてきました
が、老朽化などの理
由により今年最後の
遊泳となり、たくさ
んの人が訪れました。

「みんなで楽しい子育て」

３月20日、春日文化ホールで子育て講演
会「みんなで楽しい子育て」を開催し

ました。（有）キッズいわき・ぱふ代表の岩
城敏之さんから、「子育ては文化。親だけで
はなく、家族、地域みんなで子育てすること
によって、子どもたちは次世代を担うための
よりいい子に育つ」と聴き、参加者らは家族・
地域のきずなについて考えるよい機会となり
ました。

保護者らが楽しい子
育てのコツを教わっ
ている間、子どもた
ちはボランティアの
方々とキッズいわき・
ぱふのおもちゃで楽
しく遊びました。

４月 10 日、 丹 波
市立柏原公民館

において「就職フェ
アｉｎたんば」が開
催されました。約230
人の地元就職希望者
らが、企業スピーチ
や企業ブースでの面
接に、熱心に臨んで
いました。
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小川地区自治振興会（山南地域）

足利氏ゆかりの石龕寺もみじ祭

「足利氏ゆかりの石
せきがんじ

龕寺もみじ祭」は、1988
年に、山南が誇る歴史とロマンに富んだ

古
こさつ

刹で文化財も多い石龕寺を中心に、山南地域の村
おこし事業として「ふるさと創生交付金」の運用益
などを利用して行われるようになりました。

現在では、小川地区自治振興会が地域の一大イ
ベントとして、実行委員会組織を編成し各種

団体の協力のもと、毎年もみじの紅葉時期である
11 月の第 3日曜日に実施しています。

室町時代に京の都から逃れた足利尊
たかうじ

氏・義
よしあきら

詮父
子が 2,000 騎の兵と足

あしがる

軽を引き連れ石龕寺に
一時逗

とうりゅう

留したと、太平記 29 巻に記載されており、
それにちなんで足利父子が騎馬姿で、侍大将・少年
武者・物

ものもうで

詣と続き武者行列します。また、岩屋地区
内からは石龕寺周辺の山中で修業したと伝えられ
る修
しゅげんじゃ

験者が加わり先導していきます。昨年、この行
列で使用する足利父子の鎧

よろい

・兜
かぶと

2 領を地域の人の
協力により制作しました。

地域住民が一体となって取り組む行事を通して、
地域コミュニティの強化を図ることで、災害

時などいざという時に助け合える地域をめざして
います。

地
域
づ
く
り

シ
リ
ーズ
⑦私たちが描く

未

来
の
小
川
地
区

小川地区自治振興会（山南地域）小川地区自治振興会（山南地域）

地地
区区

ち
いきづくり

全国高等学校女子硬式野球の
全国大会を開催

３月27日から４月１日にかけて、
スポーツピアいちじまで第 11 回

全国高等学校女子硬式野球選抜大会が
開催されました。蒲田女子高等学校（東
京都）が埼玉栄高等学校（埼玉県）を
７対５で破り、初の春夏連覇を果たし
ました。また、地元「丹波連合」は、
惜しくも予選リーグで敗退しました。

「おはよう！」ラムネの泡がは
じける様に、子どもたちの

元気いっぱいの声が園舎にこだまし
ています。認定こども園は、保育園
と幼稚園の機能をひとつにした、時
代の流れや役割の変化にも対応でき
る施設で、子育て支援機能を充実さ
せることにより、地域の子育て支援
の拠点としても期待されます。

市では、０歳から５歳までの育ち
の連続性に着目して分断される

ことのない幼児教育・保育をめざし
て認定こども園を推進しています。
平成 22 年４月からは、新たに「認
定こども園さちよ」「認定こども園
みつみ」「認定こども園三尾の森お
おじ」がスタートしました。

これからの保育のかたち

認定こども園が各地でスタート！

［認定こども園開園状況］

＊幼保連携型
　認定こども園みつみ 
　認定こども園吉見こども園 
＊保 育 所 型   
　認定こども園さちよ
　認定こども園三尾の森おおじ
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水
道
の
検
針
や
開
閉
栓
な
ど

市
の
水
道
業
務
を

民
間
委
託
し
ま
す

は じ め ま し て

検針・調査員（男性）
［業務内容］
検針、調査・開栓、閉栓

検針・調査員（女性）
［業務内容］
検針、調査

市
水
道
部
で
は
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
め
ざ
し
て
、
４
月
か
ら
水
道
メ

ー
タ
ー
の
検
針
業
務
と
開
閉
栓
業

務
を
「
フ
ジ
地
中
情
報
株
式
会
社 

大
阪
支
店
」
に
委
託
し
ま
す
。
４
月

以
降
は
、
同
社
の
制
服
を
着
用
し
、

作
業
時
に
は
水
道
部
発
行
の
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
た
同
社
社
員
が

担
当
し
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

■
事
務
所
／
水
道
部
庁
舎
１
階（
柏

原
支
所
内
）

■
営
業
時
間
／
（
平
日
の
み
）
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

水道　

問 

水
道
部
業
務
課 

☎
72
‐
０
６
０
０

市民のみなさん、よろしくお願いします。

　　　　納期 4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2月 3月
市県民税
（普通徴収）

１期
6/30

２期
8/31

３期
11/1

４期
1/31

固定資産税 １期
5/31

２期
8 / 2

３期
12/27

４期
2 / 2 8

国民健康保険税 1期
6/30

２期
8/2

３期
8/31

４期
9/30

５期
11/1

６期
11/30

７期
1/4

８期
1/31

９期
2/28

10 期
3/31

軽自動車税 一括
5/31

納税

＊納期限は、各月の末日です。ただし、月末が土・日・祝日の場合は、翌開庁日になります。
なお、固定資産税の第 3期（12 月）は、27 日が納期限です。みなさんのご協力をお願いします。
問 税務課 ☎８２‐１００１（代）
なお、固定資産税の第 3期（12 月）は、27 日が納期限です。みなさんのご協力をお願いします。

平成 22 年度の市税の納期（予定）

がんばる企業を応援します！
「中小企業経営支援ハンドブック」が完成 !! 手元に置きたい一冊です

市や県、国などが実施している中小企業者向けの融資、信用保証、補助金、設
備投資支援、雇用支援、共済および経営相談など、中小企業者のための支援情
報をまとめた「中小企業経営支援ハンドブック」が完成しました。ご希望の方は、
新産業創造課、市役所地域振興課、各支所、商工会本所・各支所まで。
問 新産業創造課（春日庁舎内）☎７４‐１４６４

中小
企業
経営
支援ハ

ンドブックができました！

自動車税の納期限は５月 31 日（月）です　問 丹波県民局丹波県税事務所 ☎７２‐０５００
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［市政ニュース］

1﹁
第
２
次
丹
波
市
行
政
改
革
大
綱
策
定

委
員
会
﹂
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
合
併

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
特
例
措
置
が
な
く
な
る
将
来

の
行
財
政
構
造
に
対
応
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
そ
の
指
針
と
な

る
新
た
な
「
第
2
次
丹
波
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策

定
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
綱
策
定
に
向
け
た
「
丹
波

市
行
政
改
革
大
綱
策
定
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
人
数
／
６
人
以
内

■
会
議
開
催
／
5
月
〜
12
月
に
6
回
程
度
予
定

■
応
募
資
格
／
丹
波
市
の
行
政
施
策
に
関
心
が
あ
る

方
で
、
市
内
在
住
在
勤
の
満
18
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）
の
方
お
よ
び
丹
波
市
と
の
関
わ
り
の
深
い
方

■
応
募
作
文
の
テ
ー
マ
／
「
丹
波
市
の
行
政
改
革

の
推
進
の
た
め
に
重
要
だ
と
思
う
こ
と
」

※
「
応
募
理
由
」
も
添
え
て
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
5
月
11
日
（
火
）
必
着

■
申
込
締
切
／

申
問 

行
革
推
進
課
☎
82
‐
１
０
０
１
（
内
線
272
）

2﹁
丹
波
市
環
境
審
議
会
﹂
委
員
を

募
集
し
ま
す
！

　
「
丹
波
の
森
と
農
を
活
か
し
、
人
と
自
然
が
共

生
す
る
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
、
あ
な
た
の
声

を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。「
丹
波
市
環
境
審
議
会
」

は
、
市
民
が
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
の
保
全

と
潤
い
の
あ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
基
本
的
事
項
を
審
議
す
る
機
関
で
す
。
こ

の
審
議
会
に
、
年
２
〜
３
回
程
度
出
席
し
ご
意

見
ご
提
案
を
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
２
人
以
内　

■
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
く
）
で

市
内
に
住
民
登
録
（
外
国
人
登
録
含
む
）
が
あ
り
、

環
境
を
基
調
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

方
。

■
任
期
／
７
月
１
日
〜
平
成
24
年
６
月
30
日　

■
応
募
作
文
の
テ
ー
マ
／
「
丹
波
市
の
環
境
を

活
か
し
た
農
林
業
、
環
境
観
光
（
エ
コ
ツ
ア
ー
）、

環
境
学
習
へ
の
ア
イ
デ
ア
」

■
応
募
締
切
／
５
月
20
日
（
木
）
必
着

■
応
募
締
切

申
問 

環
境
政
策
課
☎
82
‐
１
２
９
０

3﹁
丹
波
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
協
議

会
﹂
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ
る
「
丹
波
版
グ
リ

ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
よ
り
、
環
境
問
題
に
地
域
が
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
地
域
振
興
や
環
境
に
対
す
る
市
民
の

意
識
向
上
を
図
る
た
め
、「
丹
波
市
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

細
か
な
計
画
の
策
定
や
、
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
、
普
及
啓
発
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み

を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、「
丹
波
市
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
協
議
会
」
に
年
４
〜
５
回
程
度
出
席
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
２
人
以
内　

■
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
く
）

で
市
内
に
住
民
登
録
（
外
国
人
登
録
含
む
）
が

あ
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
な
ど
に
関
心
の
あ

る
方

■
任
期
／
６
月
中
旬
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

■
応
募
作
文
の
テ
ー
マ
／
「
丹
波
市
の
推
進
す

べ
き
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
協
議
会
で
果
た
し
た
い

自
分
の
役
割
」

■
応
募
締
切
／
５
月
20
日
（
木
）
必
着

■
応
募
締
切

申
問 

環
境
政
策
課　

☎
82
‐
１
２
９
０

あ
な
た
の
「
声
」
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
…
各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す

［ 
₁
～
₃
共
通
事
項
］

■
委
員
報
酬
／
条
例
に
基
づ
き
、報
酬
と
し
て
日
額
／
7
千
円
（
半
日
／
3
千
５
百
円
）、

費
用
の
弁
償
と
し
て
旅
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
方
法
／
市
役
所
・
各
支
所
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
各
テ
ー
マ
の
作
文
（
８
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
担
当
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。
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親子で友だちたくさんできたよ

「子どもが7か月のころからサークルに参加し
て、初めは知り合いがいなくて緊張しました。

２才になった今ではたくさんの友だちができ、親子
ともに子育て学習センターに行くのがとても楽しく
なりました。小さいころから一緒に遊んでいる子ど
もたちが成長していく姿は、まるで自分の子どもの
ことのようにうれしく思います。うちの子も友だち
のお母さんにほめられると、少し照れながらもとて
もうれしそうな笑顔でご機嫌になります。子どもは
親だけでなく、周りの人みんなに育てられているん
だなと思います。私もたくさんのママ友ができ、子
育てを楽しむことができました」（平成２１年度子
育て文集より）

いつも明るい笑顔のお母さんも、最初、親子がた
くさん集まるサークルへの参加は不安でいっぱ

いです。４月のころは、みんながそんな思いを感じ
ながら参加されているのでしょう。子どもの成長も
マニュアルどおりにいかなくて、子育てすべてが不
安だらけ、ちょっとしたことに悩むことばかり。そ
んな時、サークルでいろいろな話しをして情報交換

をすることにより、「私もそれ経験あるわ！」「う
ちはこうしたよ」といろいろなアドバイスをもら
い、改めて子どもとのふれあいやかかわりについ
て気づくことがたくさんあります。また、みんな
同じように悩んでいるんだということが分かり気
持ちが楽になります。サークル活動に参加して、
親子ともにたくさんの友だちをつくりママ友の輪
をひろげます。たわいのない話が情報交換となり、
みんなの知恵を共有してともに育ち合い、つなが
りあって、みんなで楽しく子育てをしていきたい
と思います。

子育て学習センターは、子育てを通じて人との
つながりを大事にし、親と親のつながりから

ひろがり、みんなで支えあい、楽しく子育てがで
きる地域をめざし、子育てママたちへの応援バト
ンがつながるように活動を支援していきます。

お正月遊びたのしかったよ

キルトシアターたのしかったね グループ活動！昔あそび（皿回し）

ウォッチング

子育て
問 社会教育課・中央公民館事務局 
☎ 82‐0409

ウォッチングウォッチング

子育て子育て
氷上子育て学習センター

＊丹波市体育協会だより＊

問 市体育協会事務局（社会教育課・中央公民館事務局 内） ☎ 82‐0409

サッカーを楽しみませんか！

丹波市サッカー協会私
た
ち
の
協
会
は
︑
丹
有
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

傘
下
で
︑
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
︒
今
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
﹁
岡
田
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
﹂
も
参
加
し
て
開
催

さ
れ
る
年
で
す
︒
丹
波
市
で
も
サ
ッ
カ
ー
の
機

運
が
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
︑

少
子
化
の
影
響
か
︑
少
年
少
女
の
サ
ッ
カ
ー
熱

が
高
ま
り
を
見
せ
な
い
の
が
残
念
な
と
こ
ろ
で

す
︒そ

こ
で
協
会
と
し
て
幼
年
期
の
子
ど
も
た
ち

対
象
の
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
し
た
︒
ボ
ー
ル
を
蹴
り
な
が
ら
︑
心
と
体

の
健
全
育
成
を
図
り
︑
サ
ッ
カ
ー
を
共
に
す
る

仲
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
︒

み
な
さ
ん
の
身
近
な
地
域
に
少
年
少
女
の

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
か
ら
︑
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
︒
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※会場表示がないものは子育て学習センターで開催。

＊子育てひろば＊

＊おはなし会＊

＊会場　各図書館　

♪柏原子育て学習センター　☎ 72‐4747　
８（土）おひさまのおはなし会 10 ：30

　18（火）～ 21（金）
さつまいもの苗植え 10 ：30 下小倉の畑

♪氷上子育て学習センター　☎ 82‐1001　
13（木）こどもの日あそび 10 ：00
20（木）野菜苗を植えましょう 10 ：00
27（木）ほっとサロン 10 ：00
♪青垣子育て学習センター　☎ 87‐1919　
11（火）ベビーサロン 10 ：00
13（木）キッズサロン 10 ：00
19（水）こいのぼりと遊ぼう 10 ：00
♪春日子育て学習センター　☎ 74‐3040
12（水）子育て相談会 13 ：00
21（金）子育てふれあい広場 春の野外活動（遠足）9 ：40福知山三段池公園
27（木）ひまわりサロン 10 ：00
♪山南子育て学習センター　☎ 77‐3160
13（木）ひよこクラス 10 ：00 山南住民センター集会室
19（水）親子ふれあい教室 9 ：45 消防署＆丹波年輪の里

♪ 中央 ☎ 82‐7100
 ８日（土）10 ：30 幼児
11 日（火）10 ：30 幼児
15 日（土）11 ：00 小
22 日（土）10 ：30 幼児
♪ 青垣 ☎ 87‐1111
 ８日（土）11 ：00幼児～小低
♪ 山南 ☎ 77‐0310
 ８日（土）10 ：30幼児～小中
21 日（金）10 ：30幼児～小中
22 日（土）10 ：30幼児～小中

♪ 市島 ☎ 85‐3030
 ８日（土）10 ：30 幼児
15 日（土）10 ：30幼児～小低
22 日（土）10 ：30 小
♪ 柏原 ☎ 72‐2552
15 日（土）11 ：00 幼児
♪ 春日 ☎７４‐０２２５
15 日（土）10 ：30幼児～小低

５月
MAY（皐月） ＊対象　

幼＝幼稚園　小＝小学生　
低＝低学年　中＝中学年

＊児 童 館＊

♪こうがやま児童館　☎ 82‐8620
 １日（土）音楽であそぼう 9 ：30 小
 ８日（土）絵画教室 9 ：30 小
12 日（水）トトロくらぶ 10 ：00 乳幼児
18 日（火）おはなしかい 10 ：00 乳幼児
27 日（木）リズムでえいご 10 ：00 乳幼児
♪しろやま児童館　☎ 82‐0843　
 １日（土）英語であぼそう 9 ：00 小
10 日（月）おやこあそび 10 ：00 乳幼児
14 日（金）こころのＳＯＳ 10 ：00 乳幼児
15 日（土）作ってあおぼう 9 ：30 小
♪県立丹波年輪の里　☎ 73‐0725　
19 日（水）出前児童館 10 ：00 乳幼児

　＊おすすめ図書＊

　＊ベストリーダー情報＊（１０月１日～３１日）

問 図書館事務局 ☎８２‐７１００

＊一般書「逆境を生きる」
城山三郎 / 著　新潮社（2010.2)

 [ 児童書 ]
順位　本の名前　　　    作     者

１　カッコウの卵は誰のもの    東野圭吾

２　更衣の鷹　　　　佐伯泰英

３　１Ｑ８４　　　　村上春樹

４　新参者                        東野圭吾

５　Ｎのために　　　湊かなえ

 [ 一 般 書 ]
順位　本の名前　　　    作     者

１　１Ｑ８４　　　　村上春樹

２　まねき通り十二景    　山本一力

３　私のこと、好きだった？    林真理子

４　流星の絆　　　　東野圭吾

５　新参者                        東野圭吾

[ 児 童 書 ]
順位　本の名前　　　    作     者

１　かいじゅうたちのいるところ    モーリス・センダック

２　バムとケロのおかいもの   島田ゆか

３　ちいさなねこ   　   石井桃子

４　ざっくん！ショベルカー   竹下文子

４　バムとケロのさむいあさ   島田ゆか

順位　本の名前　　　    作     者

１　獣の奏者　　　 　上橋菜穂子

２　きょうりゅう一ぴきください　竹下文子

２　ちゅーちゅー　　 宮西達也

３　パーシー・ジャクソンとオリンパスの神々   リック・リオーダン

３　おふろ　　　　　 出久根育

　＊予約ランキングベスト５＊（３月末現在）

　＊ベストリーダー情報＊（３月末現在）

視界ゼロ時代には、魅力ある人間だ
けが生き残る。いかなる苦境にあっ
ても初心を失うことなく、自らの信
念を貫いた男たちの生き様を通して、
人間の「真の魅力」とは何かを問い
かける講演録。

＊児童書「ちいさいおうち」

 [ 一 般 書 ]

ばーじにあ・りー・ばーとん/ぶん・え
いしいももこ/やく　岩波書店（1965）
静かないなかに、ちいさいおうちがたっ
ていました。まわりに工場がたち、電車
が通って、にぎやかな町になると、四季
の移り変わりがある田舎の景色をなつか
しく思うようになり、さびしくなるので
した。（絵本　４歳くらいから）

×印は図書館休館日

日 月 火 水 木 金 土    

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

　 　 　 　 ×
　 ×
　 ×
　 ×
　 ×

５
月

BOOKS

問 市体育協会事務局（社会教育課・中央公民館事務局 内） ☎ 82‐0409

BOOKSBOOKSみ
んな
で図書館に出かけよう
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た
ん
ば

教
育
た
ん
ば

職
員
配
置
図

職
員
配
置
図

情
報
ひ
ろ
ば

（
福

祉
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
高
齢
者
医
療
・
外
出
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
健

康
・
医

療
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
戸
籍
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
募
集
・
ご
み
）

イ
ベ
ン
ト
・

美
術
館
通
信
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シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
⑬

花
嫁
に
石 

│
江
戸
時
代
の
棚
原
村
の
史
料
か
ら
│

江
戸
時
代
の
棚た

な
ば
ら原
村
（
現
・
春
日
町
棚
原
）

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
規
約
を
ま
と
め
た

史
料
と
し
て
、「
古
文
書　

巻
一
・
二
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
巻
物
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
た
の

は
大
正
期
（
１
９
１
２
〜
１
９
２
６
年
）
に
入
っ

て
か
ら
で
す
が
、
そ
こ
に
は
江
戸
時
代
の
史
料
が

そ
の
ま
ま
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
箇
条
書
の

形
式
。
写
真
下
参
照
）。
た
だ
し
、
そ
れ
が
作
成

さ
れ
た
正
確
な
年
代
は
今
の
と
こ
ろ
わ
か
り
ま
せ

ん
。

「
巻
一
」
か
ら
は
、
江
戸
時
代
の
棚
原
村
に

次
の
よ
う
な
規
約
が
あ
っ
た
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
家
の
新
造
は
農
作
業
に

支
障
を
き
た
す
の
で
控
え
る
こ
と
、
結
納
・
祝
儀

は
分
限
を
わ
き
ま
え
て
、
手て

だ
る樽
や
干
し
魚
の
よ
う

な
「
軽
き
品
」
で
済
ま
す
こ
と
、
と
い
っ
た
も
の

で
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
興
味
深
い
の
は
、「
嫁め

と娶
り
の

節せ
つ
、
石
な
ど
打う

た

し
候

そ
う
ろ
う
ぎ
儀
こ
れ
有
る
由よ

し
、
甚

は
な
は
だ

だ
不ふ

ぎ
ょ
う
ぎ

行
儀
」
で
あ
る
か
ら
や
め
な
さ
い
、
と
あ
る

箇
条
で
す
。
村
外
か
ら
の
嫁
入
り
の
婚
礼
時
に
石

を
投
げ
る
風
習
が
あ
っ
た
の
を
、「
不
行
儀
」
で

あ
る
と
し
て
禁
止
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

婚
礼
時
の
石
打
ち
（
石
を
投
げ
る
）
の
風
習

は
丹
波
に
限
ら
ず
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
村
外
か
ら
嫁
・
婿む

こ
を
迎
え
る
際
、
主
に
若
者

組
（
村
の
青
年
男
子
か
ら
な
る
年
齢
集
団
）
が

そ
れ
を
行
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
行
為
の
意

味
に
つ
い
て
は
、呪
術
的
祝
福
行
事
で
あ
る
と
か
、

若
者
組
の
持
つ
強
い
共
同
体
意
識
ゆ
え
の
妨
害

行
為
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
よ
う
で
す
。

棚
原
村
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
明
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

村
の
婚
姻
形
態
に
関
す
る
通
説
は
、
婿む

こ
い
り
こ
ん

入
婚
・

村そ
ん
な
い
こ
ん

内
婚
が
本
来
一
般
的
で
あ
っ
た
の
が
、

江
戸
期
に
お
い
て
、
嫁よ

め
い
り
こ
ん

入
婚
・
村そ

ん
が
い
こ
ん

外
婚
が
増
大

し
て
く
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
棚
原
村
で
は
、

こ
の
こ
ろ
嫁
入
婚
・
村
外
婚
が
だ
い
ぶ
当
た
り

前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ

れ
ゆ
え
「
嫁
娶
り
の
節
」
に
お
け
る
石
打
ち
の

風
習
を
「
不
行
儀
」
と
す
る
見
方
が
強
ま
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
え
ま
す
。
た
だ
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
測
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

「古文書　巻一・二」

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
学
生

研
究
支
援
員　
　

前
田
結
城

■市民美術展賞

第
３
回
丹
波
市
民
美
術
展

入
賞
者

第
３
回
丹
波
市
民
美
術
展
に

市
内
か
ら
１
２
２
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
開
審

査
会
で
20
人
の
入
賞
者
と
65
人
の

入
選
者
が
決
定
し
、
３
月
14
日

（
日
）
春
日
公
民
館
で
表
彰
式
、

春
日
文
化
ホ
ー
ル
で
審
査
員
に
よ

る
講
評
を
行
い
ま
し
た
。
入
賞
者

の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

［彫刻］下方　武　
「父（時空四十余年）」

［写真］久下恵太「春はあけぼの。」

［  書  ］大槻美紀子「人はいさ」

［絵画］井德千惠子「白日」［工芸］山口匡弘「彩砂釉裂花器」

■奨励賞
［絵画］田村英夫「『的屋』物語」/酒井義己「生きる」
/大木　豊「廃屋」/西山泰代「蔵の中の静物」/三
ツ井美代子「夏野菜」［工芸］鳥山高史「花器－Ｔ
ｅｘｔｕｒｅ」/石原康次郎「リュック旅立」［写真］
岡林弘司「塔斜」/永井郁夫「村まつりの主役たち」
/和田雅美「紅朝」/野村カヨ子「なごみの灯り」［書］
足立頼昌「頼山陽の詩」/赤松孝夫「杜甫詩「春望」」
/荻野華代「若の浦に」［彫刻］常石孝子「祝　還暦」


